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標の間の高次の共鳴に起因する共鳴 トー ラスが残存し､それらの共鳴 トー ラスを囲む ｢セバラト
リックス｣が､反応のボトルネックとなる｡その様子を示したのが図11である｡ここで ｢セパラ
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図 11:フアンデルワ-ルスクラスタ-12の解離における ｢セパラトリックス｣
aは､共鳴 トー ラスによる ｢セパラトリックス｣内の運動｡
もは､解離極限の安定 ･不安定多様体から成る ｢セパラトリックス｣と､








































































































































































































































































































































































述した ｢晶子性によるカオスの (部分的な)抑圧｣のみならず､レーザーやまわりの ｢環境｣との











































































































































































































































































































































































































[1】化学動力学,FranciscoandⅡaBe著､佐藤 伸 訳 (東京化学同人,1995).
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